
 

（３）文学部 国際コミュニケーション学科 

時期 入学前・入学時 在学中 卒業時・卒業後 

評価 
基準 

アドミッション・ポリシーを満たす

人材か 
カリキュラム・ポリシーに即して学修が進められているか ディプロマ・ポリシーの各項目を満たす人材になったか 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム 

（１）入学前（入学試験） 

・総合型選抜 

個人面談（英語での面接を含

む）、志望理由書、調査書 

・学校推薦型選抜 

学力試験と調査書で評価する。 

・一般選抜 

学力試験、記述式問題（後期の

み）、小論文（後期のみ）で評価

する。 

 

（２）入学後 

・新入生アンケート 

・ＰＲＯＧ テスト 

・英語外部試験 

（１）知識・技能  

・学修ポートフォリオ 

 ・ＰＲＯＧテスト（１年、３年次） 

 ・学生調査 

 ・成績、単位取得状況 

 ・ＣＡＳＥＣ、ＴＯＥＩＣテストなど資格試験 

 

（２）思考力・判断力・表現力等 

・ネイティブ教員による評価 

 ・ＴＯＥＩＣ、英検などによる評価 

 ・留学や海外インターンシップ等の体験 

 

（３）主体性、多様性、協働性 

・留学経験 

・インターンシップ 

 ・ＰＲＯＧテスト 

・自己評価 

国際コミュニケーション学科のディプロマ･ポリシーで掲げ

る資質･能力をもつ人材になったかを、下記の方法により総合

的に評価をします。 

<卒業時> 

（１）知識・技能  

 ・学修ポートフォリオ 

 ・ＰＲＯＧ テスト（１、３年次） 

 ・ＣＡＳＥＣ、ＴＯＥＩＣテスト 

（２）思考力・判断力・表現力等 

・ネイティブ教員による評価 

 ・ＴＯＥＩＣ、英検などによる評価  

・留学・海外インターンシップ等の体験 

（３）主体性、多様性、協働性 

 ・留学、海外インターンシップ 

 ・ＰＲＯＧ テスト  

 

<卒業後> 

上記の１～３については以下をもとに検証する。 

・卒業生就職先アンケート 

・外部評価結果 

・その他 

科目 ― 

・成績評価（試験、クイズ、レポート、プレゼンテーシ
ョン、 ルーブリック評価） 

 ・各科目の学修目標の達成状況 
・授業アンケート 

― 

学生 各セメスターの所定の時期に学修ポートフォリオなどに記入し、担任教員との面談（振り返り等）を通して、自己省察を行う。 

 

 

 

 

 




